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〔設問 4〕 
…B 作業を 1 日又は C 作業を 1 日短縮する。 

 
…B 作業を 1 日並びに C 作業を 1 日短縮す
る。 

174 〔設問 3〕 
変更後のイベント⑨の最早開始時刻：16 日 

 
変更後のイベント⑨の最早開始時刻：17 日 

表 3.15 下記に表す。（赤字が修正箇所） 

 

表 3・15 最早開始時刻の計算 

イベント 作業内容 アクティビティ 計算 最早開始時刻 

①    0 

② A ①  ② 0＋5＝5 5 

③ B 

ダミー 

①  ③ 

②  ③ 

0＋5＝5   ５ 

5＋0＝5 

5 

④ C ①  ④ 0＋5＝5 5 

⑤ F ④  ⑤ 5＋6＝11    11 

⑥ E 

ダミー 

③  ⑥ 

⑤  ⑥ 

5＋5＝10   11＞10 

11＋0＝11 

11 

⑦ D1 

ダミー 

②  ⑦ 

⑥  ⑦ 

5＋3＝8   11＞8 

11＋0＝11 

11 

⑧ G ⑥  ⑧ 11＋5＝16   16 

⑨ D2 

ダミー 

⑦  ⑨ 

⑧  ⑨ 

11＋6＝17   17＞16 

16＋0＝16 

17 

⑩ H 

J 

I 

⑤  ⑩ 

⑧  ⑩ 

⑨  ⑩ 

11＋7＝18   22＞20＞18 

16＋4＝20 

17＋5＝22 

22 
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〔設問 5〕 
…短縮パターンは、H 作業を 1 日短縮する。 
 
（解説）1 日短縮する必要がある組み合わせ
を表 3・16 に示す。 

 
…短縮パターンは、F 作業と I 作業をそれぞ
れ 1 日短縮する。 
（解説）クリティカルパスで、条件より 2 日
短縮する必要がある組み合わせを表 3・16 に
示す。 

 

表 3・16 2 日短縮する必要がある組み合わせ 

短縮パターン 

（短縮する作業：短縮する日数） 

結果（条件による可否） 

C：  開始 5日目以前であるので、短縮できない 

F：1日 2 割以内で 1日短縮が可能 

D2 条件で変更できない 

I：1日 2 割以内で 1日短縮が可能 

したがって、作業日数を短縮する作業内容の数が最小となる短縮パターンはなく、F作業と I

作業をそれぞれ 1日短縮するパターンが該当する。 

 

 


